
編修趣意書
（教育基本法との対照表）

１ 編修の基本方針

▼ ▼

　教育基本法第２条に示される教育の目標を達成するため，本教科書は以下を基本方針として編修し
ました。

1

発達の段階に応じて，構成，
教材選定（内容の精査，重点
項目の配置等）に配慮。

本冊 別冊

ノート別冊には，理由があります

豊かな
自己の形成

みんなで考え，話し合う

●選りすぐりの教材
　（全３５本掲載）

自分を見つめ，考える

●内容項目の解説と問い
●自己評価，活動の記録欄など

２冊の相乗効果で
新時代を生きる児童の
豊かな情操と道徳心を

培います

○児童の学習状況や授業の進め方に応じて，活用のタイミングを図れます。
　▶授業の事前・事後，導入・終末，その他（学校行事など児童の体験や各教科と
　　の関連等）の機会に応じて，弾力的な活用が可能です。

○提出が容易で，児童の心の成長が見えます。
　▶別冊ゆえに提出が容易で，随時，児童の学習状況を教師が確認できます。
　　記述からは，児童の心の状態や成長が見て取れ，その後の指導や評価に生かす
　　ことができます。

発達段階への細やかな配慮
発達の段階に即した表現で内
容項目を解説。書き込み欄の
大きさ，ページ数も配慮。

　教材をもとに考え，話し合う主体

的・対話的な学習を通して，多面的・

多角的な思考を促し，自己の生き方

についての考えを深めます。

　書くことを通して自問と内省へ

と導き，道徳的思考をいっそう深

め，道徳的価値（内容項目）の理

解を確かなものにします。

小学校30－132
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自分を見つめ，考える　道徳ノート６
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（３）໋のڭҭをॏࢹし·す（ୈ � ߸）

ɹຊڭՊॻɼಛ ʮʹੜ໋ଚॏʯʹ ॏΛ͓͖ɼฤम͠·ͨ͠ɻ内容߲ʮੜ໋のଚ͞ʯ
ɼ࠷େؒ࣌（ؒ̏ؒ࣌）Λ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ·ͨɼୈ̒学Ͱɼ໋のڭҭのҰͱͯ͠ɼ໋ʹ͍༷ͭͯʑなଆ໘͔Β͑ߟΔ
ಛूʮ໋ʹ͍ͭͯ͑ߟΑ͏ʯΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ

2

○一冊がまるごと児童の「心の記録」になります。
ɻ͢·ɼϊʔτͦの学の৺の記ͱ֤ͯࣗ͠Ͱอ͠ޙऴྃ༺Պॻڭ⾣���
ɹɹࣗݾΛৼΓฦͬͯɼࣗの͑ߟΛൺֱͨ͠ΓΛ࣮ײͰ͖Δのͱͯ͠ɼ࣍
ɹɹ学Ҏ߱ંʹ৮Εͯ׆༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ࣜํɾ理ੑɾอଘੑɾ記録ੑʹ༏Εたผੑ༺׆

（１）๛かなૢと道徳心とをഓ͏ຊと「道徳ノート」（ୈ１߸）

ɹຊͰɼ֤͝ࡐڭͱʹ学習のख͕͔ΓͱなΔʮ͑ߟΑ͏
͠߹͓͏ʯΛஔ͠ɼࣇಐのओମ的なߟࢥɼੵۃ的な͠
߹͍Λଅ͢ߏͱ͠·ͨ͠ɻΈΜなͰ͑ߟɼ͠߹͏ڠಇ的
な学習ʹΑΓɼࣇಐɼଞऀのଟ༷なํ͡ײํ͑ߟʹ৮Ε
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɼଟ໘的ɾଟ֯的なののํݟํ͑ߟͱͭ
な͕Δ৽ͨなࢹΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹ·ͨɼಓಙϊʔτɼ内容߲ผʹߏ͢Δ͜ͱͰ学習内
容（ಓಙ的ॾՁ）Λ໌֬Խ͠·ͨ͠ɻࣇಐɼࢣڭのࣔࢦ
ʹԊͬͯतۀのࣄલɾޙࣄɼ͋Δ͍तۀのಋೖɾऴなͲ
ʹผϊʔτΛ׆༻͢Δ͜ͱʹΑΓɼಓಙ的ॾՁのཧղ
͕ਂ·ΓɼޮՌ的ʹͶΒ͍ʹഭΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹࣇಐの学習ঢ়گମݧ֤ڭՊͱのؔ࿈ɼ͕ࢣڭΠϝʔδ
͢ΔतۀのਐΊํ展։ʹԠ͡ɼ̎Λॊೈʹ׆༻͢Δ͜
ͱͰɼ๛͔なૢͱಓಙ৺Λഓ͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔڭՊॻͰ͢ɻ

֤༰߲ͷઆ໌Λൃ
ୡͷஈ֊ʹଈしͨදݱ
Ͱࣔしͯ͋Γ·͢ɻ

（２）ൃୡのஈ֊ʹଈした，ັྗ͋;Εる３̑ؒ࣌分のࡐڭが͋Γ·す（ୈ１ʙ̑߸）

ɹͯ͢の学ʹ͓͍ͯɼؒの࣌のࡐڭ
Λ͠ࡌܝ·ͨ͠（ୈ̒学̏̑ࡐڭ）ɻ֤学の発ୡ
のஈ֊Λྀͨ͠ߟɼࣇಐ͕ڵຯΛͬͯʮ学ͼͨ͘
なΔʯબΓ͙͢Γの͔܈ࡐڭΒɼࣗ ओࣗɼɼਖ਼ٛɼ
ฏなͲのࡍࠃɼ౷จԽɼڥ࿑ɼੜ໋ࣗવۈ
େ͞ɼૉΒ͠͞Λָ͘͠学Ϳ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹҙࣝΛͪଟ༷ʹ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δࡐڭɼ
ڭΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͑ߟরΒͯ͠ʹݧܦݧのମݾࣗ
ɼΈᷤ౻ɼ৺の༳ΕなͲਓؒΒ͕͠͞ཧղͰࡐ
͖ΔࡐڭɼΑΓΑ͘ੜ͖Δتͼ༐ؾɼײಈΛ༩͑
ΒΕΔࡐڭΛݫબ͍ͯ͠·͢ɻ

ֶशͷख͕͔Γͱ
なΔʮ͑ߟΑ͏　
し߹͓͏ʯɻ
Ί͋ͯͱ͍Ͱߏ
͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ΠϯλʔωοτΛ༻しͯɼؔΘΓͷ͋
ΔใΛ׆༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δࡐڭʹɼ
　　　　　　ͷϚʔΫΛࡌهし͍ͯ·͢ɻインターネット



2 対照表

　本教科書本冊ٴͼ別冊の構成・内容と教ҭج本๏ୈ̎の各߸との対照は以下の通りです。ୈ̍߸
ʹ示͞ΕΔ「ಓಙ৺Λഓ͏」ʹ͍ͭͯはɼશ内容ʹ֘すΔ͜と͔Βɼ各ʑのද示はলུ͠·ͨ͠。

ਤ書のߏ・内容 ಛにҙΛ༻いͨやಛ৭ ֘Օॴ
，を௨して，情ૢを๛かにするとともに「とたΜΆΆ」ࢻΈすʎのࢠۚ
தֶߍਐֶにけ，ࣗݾの内面やಓಙతなՁについてよりਂ͘ݟつめて
考することを促します。【第１号】ࢥ

第ֶ̒に͓けるಓಙのؒ࣌のΦϦΤンςーγϣンとしてར༻できます。
๛かな情ૢとಓಙ৺をഓ͏ಓಙのؒ࣌を，ࣗのະདྷをরらすؒ࣌で͋る
とݺͼかけ，ओମత，ڠಇతなֶͼを௨してࣗݾ理解をਂめるؒ࣌にظ
を๊かͤます。【第１号】

「❽͞とるのՆ，Έき͓のՆ」「❾自由ͩからこそ」は２ؒ࣌連続でのֶश
を௨して，ࣗ由の意ຯについて考えをਂめられるよ͏構成をしました。

「্は͙͢そこに」はࣗతなஅと͋るߦಈについて考えること
を௨して，ࣗのਫ਼神と真理をٻめる態度を養います。【第１・２号】

情報モラルの視点も౿まえてࣗについて考えます。【第２号】

ໞࢠの֨ݴから，ِりのない生きํのਗ਼々しさについて考えます。【第１号】

Έཝが͋ります。【第１号】ࠐのॻき「つめてݟのࣗをࠓ」

݈，のվળ点をい׆の生ݾࣗ やかな生׆にけࣗ内লを促します。【第１号】

ເやඪにか͏εςοϓを考えるॻきࠐΈཝをઃけました。【第２号】

ࣗの特をݟつめるいを௨して，ࣗ尊ײ情を高めます。【第２号】

Ξインγϡλインのݴ༿から，真理をڀする意ཉをҾきग़します。【第１・２号】

૬खのཱにཱつことの意ຯを考えるॻきࠐΈཝをઃけました。【第３号】

「❼手ࢣ」と，実をもとにした「ฌ͞ޙΜのύラリンピοΫ」「　　
そΕからのฌ͞ޙΜ」を௨して，実な生きํの意ٛについて考えをਂめ，
真理をٻめる態度を養います。【第１号】

「❹ୡのస校」では情報モラルに関わるࡐを௨して，અ度͋るنଇਖ਼し
い生׆について考えます。࣋続Մな社会についても৮れた「二ͭの「ͬ
たいない」」ではઅ੍に৺がけることの意ٛを考えます。【第２・３・４号】

「❸৺はมΘる」はࣗݾの特をݟつめ，そのよさをେにしてい͘ことに
ついて考えをਂめ，ࣗݾを尊重し，ྗを৳そ͏とい͏意ཉを高めます。
【第２号】

「1ເにかͬて」は３ਓのΞεϦーτのઓをࢧえるࢥいをଊえ，「ະ
དྷをมえるઓ―εςΟーブɾジϣブζ―」「　　େきなことを୳しଓけ
る」はڥٯにෛけͣඪにਐΉ࢟をۈ࿑の視点もަえてଊえ，ࣗのྗ
を৳し，性を生かすことの意ຯを考えます。【第２号】

ه「このຊの͢てを ―「ղମ新ॻ」のੜ―」にඳかれる࣌ށߐ
のҩࢣたͪの࢟から，ະ知の୳ڀを௨して真理をڀする態度と，す
ることのେさをֶͼます。【第１・２号】
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「❶͓あちΌΜのࢦఆ席」，「1ंい͢のগঁ」，「「がΜる」はぼくの॓」
の３ฤを௨して，様々なࢥいやりのࡏりํについて考え，ଞऀのܟѪをਂ
めるとともに，社会を形成する一һとしての֮ࣗを促します。【第３号】

ޓを௨し，૬࢟するऀのँײえるऀとそれにࢧでは「の͓くりのޙ࠷」
の関について考え，ࣗଞのܟѪの೦をਂめます。【第３号】

道徳ノート

❶
1


様々なࢧえを想ىし，ܟѪとྗڠを重Μ͡る৺を養います。【第３号】

 

3

「٬にはݴΘΜのͰ͢か」では，し߹いやׂԋٕなどのڠಇతなֶश
を௨して，ྱّ作法の意ٛについて考え，ओମతに社会と関わるதで実ફ
していこ͏とする意ཉをҾきग़します。【第３号】

ྱ，ಓのྫから ّにこめられた૬खを͏ܟ৺について考えます。【第３・̑ 号】

p.8�～85

p.10道徳ノート

ྱّਖ਼し͘
　ਅ৺Λͬͯ  


ຊࡐڭ൪߸

དྷをมえるઓ―εςΟーブɾジϣブζ―」「　　େきなことを୳しଓけ

ฌ͞ޙΜのύラリンピοΫ」「　　

ϫγンτンのᝯݴから༑情を育Ήことについて，ࣗ内লを促します。【第３号】

p.��～�9
p.89～93

p.11道徳ノート

༑ୡͱ͕͍ͨʹ৴པしɼ
　ֶͼ߹ͬͯ

第ֶ̑のΤϐιーυとಉ͡ొਓの「1章太と࣏ ―か͛ぼうし―」
では，உঁにڞ௨する༑情と৴པについて考え，「ロϨンκの༑ୡ」では
解ܾతなֶशを௨し，༑ୡのܟѪの೦をਂめます。【第３号】

1
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❶ 1 
ຊࡐڭ൪߸


ຊࡐڭ൪߸

（３）໋のڭҭをॏࢹし·す（ୈ � ߸）

ɹຊڭՊॻɼಛ ʮʹੜ໋ଚॏʯʹ ॏΛ͓͖ɼฤम͠·ͨ͠ɻ内容߲ʮੜ໋のଚ͞ʯ
ɼ࠷େؒ࣌（ؒ̏ؒ࣌）Λ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ·ͨɼୈ̒学Ͱɼ໋のڭҭのҰͱͯ͠ɼ໋ʹ͍༷ͭͯʑなଆ໘͔Β͑ߟΔ
ಛूʮ໋ʹ͍ͭͯ͑ߟΑ͏ʯΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ

2

○一冊がまるごと児童の「心の記録」になります。
ɻ͢·ɼϊʔτͦの学の৺の記ͱ֤ͯࣗ͠Ͱอ͠ޙऴྃ༺Պॻڭ⾣���
ɹɹࣗݾΛৼΓฦͬͯɼࣗの͑ߟΛൺֱͨ͠ΓΛ࣮ײͰ͖Δのͱͯ͠ɼ࣍
ɹɹ学Ҏ߱ંʹ৮Εͯ׆༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ࣜํɾ理ੑɾอଘੑɾ記録ੑʹ༏Εたผੑ༺׆

（１）๛かなૢと道徳心とをഓ͏ຊと「道徳ノート」（ୈ１߸）

ɹຊͰɼ֤͝ࡐڭͱʹ学習のख͕͔ΓͱなΔʮ͑ߟΑ͏
͠߹͓͏ʯΛஔ͠ɼࣇಐのओମ的なߟࢥɼੵۃ的な͠
߹͍Λଅ͢ߏͱ͠·ͨ͠ɻΈΜなͰ͑ߟɼ͠߹͏ڠಇ的
な学習ʹΑΓɼࣇಐɼଞऀのଟ༷なํ͡ײํ͑ߟʹ৮Ε
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɼଟ໘的ɾଟ֯的なののํݟํ͑ߟͱͭ
な͕Δ৽ͨなࢹΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹ·ͨɼಓಙϊʔτɼ内容߲ผʹߏ͢Δ͜ͱͰ学習内
容（ಓಙ的ॾՁ）Λ໌֬Խ͠·ͨ͠ɻࣇಐɼࢣڭのࣔࢦ
ʹԊͬͯतۀのࣄલɾޙࣄɼ͋Δ͍तۀのಋೖɾऴなͲ
ʹผϊʔτΛ׆༻͢Δ͜ͱʹΑΓɼಓಙ的ॾՁのཧղ
͕ਂ·ΓɼޮՌ的ʹͶΒ͍ʹഭΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹࣇಐの学習ঢ়گମݧ֤ڭՊͱのؔ࿈ɼ͕ࢣڭΠϝʔδ
͢ΔतۀのਐΊํ展։ʹԠ͡ɼ̎Λॊೈʹ׆༻͢Δ͜
ͱͰɼ๛͔なૢͱಓಙ৺Λഓ͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔڭՊॻͰ͢ɻ

֤༰߲ͷઆ໌Λൃ
ୡͷஈ֊ʹଈしͨදݱ
Ͱࣔしͯ͋Γ·͢ɻ

（２）ൃୡのஈ֊ʹଈした，ັྗ͋;Εる３̑ؒ࣌分のࡐڭが͋Γ·す（ୈ１ʙ̑߸）

ɹͯ͢の学ʹ͓͍ͯɼؒの࣌のࡐڭ
Λ͠ࡌܝ·ͨ͠（ୈ̒学̏̑ࡐڭ）ɻ֤学の発ୡ
のஈ֊Λྀͨ͠ߟɼࣇಐ͕ڵຯΛͬͯʮ学ͼͨ͘
なΔʯબΓ͙͢Γの͔܈ࡐڭΒɼࣗ ओࣗɼɼਖ਼ٛɼ
ฏなͲのࡍࠃɼ౷จԽɼڥ࿑ɼੜ໋ࣗવۈ
େ͞ɼૉΒ͠͞Λָ͘͠学Ϳ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹҙࣝΛͪଟ༷ʹ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δࡐڭɼ
ڭΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͑ߟরΒͯ͠ʹݧܦݧのମݾࣗ
ɼΈᷤ౻ɼ৺の༳ΕなͲਓؒΒ͕͠͞ཧղͰࡐ
͖ΔࡐڭɼΑΓΑ͘ੜ͖Δتͼ༐ؾɼײಈΛ༩͑
ΒΕΔࡐڭΛݫબ͍ͯ͠·͢ɻ

ֶशͷख͕͔Γͱ
なΔʮ͑ߟΑ͏　
し߹͓͏ʯɻ
Ί͋ͯͱ͍Ͱߏ
͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ΠϯλʔωοτΛ༻しͯɼؔΘΓͷ͋
ΔใΛ׆༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δࡐڭʹɼ
　　　　　　ͷϚʔΫΛࡌهし͍ͯ·͢ɻインターネット



4

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

様々な仕事が社会に果たす役割を考える書き込み欄を設けました。【第２号】

自己の家族や家庭を想起し，敬愛の念を深め協力の精神を高めます。【第３号】

自分にとっての学校の意味を考え，集団への帰属意識を高めます。【第３号】

伝統文化を紹介する欄を設け，国や自分の郷土への関心を促します。【第５号】

「ぼくの仕事は便所そうじ」で，働くことが社会に役立つということにつ
いて気づきを促し，勤労を重んじる態度を養い，社会の形成に主体的に参
画しようという意識を高めます。【第２・３号】

家族の支え合いを描く教材として，「三六五×十四回分のありがとう」
「　　佐江子へ」ではかけがえのない家族の存在について考え，「はじめ
てのアンカー」では，協力し合う存在としての家族について考えを深めます。
【第３号】

p.12

p.86～88
p.94～97

p.26～27

p.53～56
p.57
p.74～77

p.7～11

p.103～105

p.14

p.15

p.16

p.17

p.112～115

p.20～24
p.25
p.50～52

p.20

p.22

p.126～130
p.131

p.40～43
p.78～83
p.122～125

p.18

p.19

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

❷




「ひるがえる校章旗」を通して，最終学年となった自己と学校との関わり
を考え，帰属する集団の形成に主体的に参画し，その発展に寄与していこ
うという意欲を引き出します。【第３号】

「❺ヤリガンナ ―西岡 常一―」「　　法隆寺の鬼」では，継承された伝統文
化の価値や，それを守り受け継ぐ意義について考え，「高らかにひびけ」
では震災の復興半ばで開催された祭りと郷土の人々との関わりから，国や
郷土を愛しその発展に寄与しようという思いを高めます。【第５号】

道徳ノート

興味や関心のある国を問い，広く世界に目を向ける意欲を高めます。【第５号】

「命のつながり」を問い，自己の命の存在する意味を見つめます。【第４号】

公正，公平な態度で

けんきょに，広い心をもって

法やきまりを守って

家族の幸せを求めて

よりよい学校，
　学級を求めて

伝統と文化を大切にし，
　国や郷土を愛して

世界の中の日本人として
　国際親善に努めて

自他の生命を尊重して

他者と意見を交流することのよさを考える書き込み欄を設けました。【第３号】

「❷ブランコ乗りとピエロ」では，異なる立場を尊重することの意味を考え，
自他を敬愛し協力を重んじる精神を養います。【第３号】

法やきまりの必要性について考える書き込み欄を設けました。【第３号】

「自由という名の席」では公共の場におけるきまりやマナーを扱い，「星野
君の二るい打」では集団や社会における遵法の意義について考えることを通し
て，公共の精神に基づき社会の形成に関わっていく意識を高めます。【第３号】

様々な立場からいじめを捉える問いから，社会正義について考えます。【第３号】

新聞投書「❻苦い思い出」ではいじめがもたらす心の痛みを感じ取り，そ
の根絶のために正義と責任などの大切さについて考え，よりよい社会の発
展に寄与する態度を養います。【第３号】

❻

伝記「太平洋の橋になりたい ―新渡戸 稲造―」「　　新渡戸稲造が考え
たこと」では，明治の開国草創期に世界と関わった新渡戸稲造の思いを通
して，自国を愛すること，他国を尊重することの意義に気づき，国際平和
へ寄与する思いを高めます。【第５号】

動物の生命を題材とした「七十八円の命」「メジロ」の２編と，児童と
同世代の少年の詩を扱った「星への手紙」を通して，生命の尊さを多面的・
多角的に捉え，より深い道徳的思考を促します。【第４号】

公共のために
　役立つことを
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❷
本冊教材番号

 
本冊教材番号

❻
本冊教材番号


本冊教材番号

 
本冊教材番号


本冊教材番号

❺ 
本冊教材番号


本冊教材番号

  
本冊教材番号

p.23

p.146～149
p.150～151

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

人間と自然との関わりを考える書き込み欄を設けました。【第４号】

自然の偉大さを知って 「地球の時間，ヒトの時間」「　　美しい地球を残していくために」は，
想像を超えた時間の中で育まれた地球の自然と人間との関わりについて知
ることを通して，自然環境保全に寄与する意味を考え，持続可能な社会の
実現に努めようとする態度と実践意欲を引き出します。【第１・４号】




本冊教材番号

p.24

p.132～137

p.106～111

自己の感動した体験を振り返り，豊かな情操を培います。【第１号】

大いなるものを感じて 「青の洞門」では，無心に挑戦する人間の姿や人間の心にある崇高さを感
じ取り，豊かな情操を培います。【第１号】


本冊教材番号

p.25ユーゴーの言葉から人間の心の気高さについて考えます。【第１号】

生きる喜びを感じて 「花のき村と盗人たち」では人間が本来的にもち合わせているよりよく生
きようとする気高い心に触れ，自己の生き方へ生かそうとする意欲を培い
ます。【第１号】


本冊教材番号
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や
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太平洋の橋になりたい ―新渡戸 稲造―」「　　新渡戸稲造が考え

地球の時間，ヒトの時間」「　　美しい地球を残していくために」

「　　佐江子へ」

ヤリガンナ ―西岡 常一―」「　　法隆寺の鬼」



３ 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

（５）特別支援教育，ユニバーサルデザインへの対応
　色覚の違いにより学習に支障をきたすことのないよう， 色の識別のみによらず，
文字情報をはじめマークの形状やデザインの違いなどで必要な情報が読み取れるよ
うに配慮しました。なお，カラーユニバーサルデザインは，専門の第三者機関に検
証を依頼し，CUD 認証マークの取得を予定しています。

（１）ワイドで見やすいAB判
　判型は本冊，別冊ともに AB 判を採用し，紙面にゆとりをもたせ，圧迫感のない
構成を心がけました。見やすさ，読みやすさを重視して白を基調とした紙面に，発
達の段階に応じて文字の大きさや分量，イラスト配置を工夫し，ワイド判によるビ
ジュアル面の利点を生かしました。

（２）表記・構成上の工夫
①道徳科の教材は，児童の読み取りに差異が生じないことが前提と考え，だれもが
　内容を正確に理解できるよう，当該学年の配当漢字を含む未習の漢字については，
　ページ初出のみならず，すべてにルビ（ふりがな）を配しました。
②別冊の授業の記録欄を巻末に整理・統合することで，大くくりなまとまりで児童
　の学習が見取りやすくなるよう配慮しました。

（３）利便性の高い「心のしおり」

この部分は該当ページに
はさんで提出する「しお
り」の役割を果たします。

児童自身が授業をふ
り返る際の手がかり
が示されています。　別冊巻末に折り込みとして，学習の自

己評価やふり返りとなり，教師や家の人
の確認の履歴にもなる「心のしおり」を
用意しています。今次改訂では，児童の
発達の段階に応じた表現で，児童自身が
授業をふり返る際の手がかりにすること
ができる文言を掲載しました。

（４）用紙選定，印刷上の配慮
①環境への配慮から本冊， 別冊ともに印刷には植物油インキを使用し，本冊は，発

色のよさ，見やすさを重視した再生紙を，別冊は，鉛筆での書きやすさ，消しや
すさを重視した再生紙を使用しました。

②別冊は授業の記録欄を巻末に整理・統合することでページ数の削減を図るととも
に，用紙をより軽いものに変更することで，以前より２割強の軽量化を実現し，
児童の持ち運びの際の負担軽減に努めました。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

p.160～161
地球共通の気配りから 「ユニバーサルデザイン」の発想から，だれにとっても暮らしやすい社会の

実現について考える特集です。社会参画に関する教育とも関わる内容で，
よりよい社会の形成に参画し，発展に寄与する態度を養います。【第２・３号】

p.162～163
著作権とは何だろう 情報モラルの視点から著作権について理解を促す特集を掲載しました。

「やってはいけないこと」とその理由を示し，著作権に対する知識を確かな
ものとして，遵法の意識を高めます。【第１・２・３号】

p.158～159
命について考えよう 生命尊重に関する特集で，２枚の写真と文章で構成されています。命のもつ

神秘性，偶然性，連続性，社会性，唯一性，有限性などを示し，様々な側面
から命について考えることができます。【第４号】

54

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

様々な仕事が社会に果たす役割を考える書き込み欄を設けました。【第２号】

自己の家族や家庭を想起し，敬愛の念を深め協力の精神を高めます。【第３号】

自分にとっての学校の意味を考え，集団への帰属意識を高めます。【第３号】

伝統文化を紹介する欄を設け，国や自分の郷土への関心を促します。【第５号】

「ぼくの仕事は便所そうじ」で，働くことが社会に役立つということにつ
いて気づきを促し，勤労を重んじる態度を養い，社会の形成に主体的に参
画しようという意識を高めます。【第２・３号】

家族の支え合いを描く教材として，「三六五×十四回分のありがとう」
「　　佐江子へ」ではかけがえのない家族の存在について考え，「はじめ
てのアンカー」では，協力し合う存在としての家族について考えを深めます。
【第３号】
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p.74～77
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p.131
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p.18

p.19

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

❷




「ひるがえる校章旗」を通して，最終学年となった自己と学校との関わり
を考え，帰属する集団の形成に主体的に参画し，その発展に寄与していこ
うという意欲を引き出します。【第３号】

「❺ヤリガンナ ―西岡 常一―」「　　法隆寺の鬼」では，継承された伝統文
化の価値や，それを守り受け継ぐ意義について考え，「高らかにひびけ」
では震災の復興半ばで開催された祭りと郷土の人々との関わりから，国や
郷土を愛しその発展に寄与しようという思いを高めます。【第５号】

道徳ノート

興味や関心のある国を問い，広く世界に目を向ける意欲を高めます。【第５号】

「命のつながり」を問い，自己の命の存在する意味を見つめます。【第４号】

公正，公平な態度で

けんきょに，広い心をもって

法やきまりを守って

家族の幸せを求めて

よりよい学校，
　学級を求めて

伝統と文化を大切にし，
　国や郷土を愛して

世界の中の日本人として
　国際親善に努めて

自他の生命を尊重して

他者と意見を交流することのよさを考える書き込み欄を設けました。【第３号】

「❷ブランコ乗りとピエロ」では，異なる立場を尊重することの意味を考え，
自他を敬愛し協力を重んじる精神を養います。【第３号】

法やきまりの必要性について考える書き込み欄を設けました。【第３号】

「自由という名の席」では公共の場におけるきまりやマナーを扱い，「星野
君の二るい打」では集団や社会における遵法の意義について考えることを通し
て，公共の精神に基づき社会の形成に関わっていく意識を高めます。【第３号】

様々な立場からいじめを捉える問いから，社会正義について考えます。【第３号】

新聞投書「❻苦い思い出」ではいじめがもたらす心の痛みを感じ取り，そ
の根絶のために正義と責任などの大切さについて考え，よりよい社会の発
展に寄与する態度を養います。【第３号】

❻

伝記「太平洋の橋になりたい ―新渡戸 稲造―」「　　新渡戸稲造が考え
たこと」では，明治の開国草創期に世界と関わった新渡戸稲造の思いを通
して，自国を愛すること，他国を尊重することの意義に気づき，国際平和
へ寄与する思いを高めます。【第５号】

動物の生命を題材とした「七十八円の命」「メジロ」の２編と，児童と
同世代の少年の詩を扱った「星への手紙」を通して，生命の尊さを多面的・
多角的に捉え，より深い道徳的思考を促します。【第４号】

公共のために
　役立つことを
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道徳ノート

道徳ノート

道徳ノート

人間と自然との関わりを考える書き込み欄を設けました。【第４号】

自然の偉大さを知って 「地球の時間，ヒトの時間」「　　美しい地球を残していくために」は，
想像を超えた時間の中で育まれた地球の自然と人間との関わりについて知
ることを通して，自然環境保全に寄与する意味を考え，持続可能な社会の
実現に努めようとする態度と実践意欲を引き出します。【第１・４号】




本冊教材番号

p.24

p.132～137

p.106～111

自己の感動した体験を振り返り，豊かな情操を培います。【第１号】

大いなるものを感じて 「青の洞門」では，無心に挑戦する人間の姿や人間の心にある崇高さを感
じ取り，豊かな情操を培います。【第１号】


本冊教材番号

p.25ユーゴーの言葉から人間の心の気高さについて考えます。【第１号】

生きる喜びを感じて 「花のき村と盗人たち」では人間が本来的にもち合わせているよりよく生
きようとする気高い心に触れ，自己の生き方へ生かそうとする意欲を培い
ます。【第１号】
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編修趣意書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

１ 編修上特に意を用いた点や特色

　授業の事前・事後，導入・終末など，児童の学習状況や教材のタイプ，教師がイメージ
する授業の進め方，展開等に応じて，適切な機会に別冊を活用することで，児童の道徳的
諸価値の理解や道徳的思考の深まりをより効果的に促すことができます。

▼ ▼

別冊本冊 小学生の道徳６ 道徳ノート６

【特色】　自分を見つめ，考える

　書くことを通して自問と内省へと導き、

道徳的思考をいっそう深め、道徳的諸価

値（内容項目）の理解を確かなものにし

ます。

【内容】

　○内容項目（道徳的諸価値）の解説

　○内容項目に準じた問い

　○授業で活用できる書き込み欄

　○心のしおり（自己評価，提出記録など）

　○その他（特集，活動の記録欄など）

【主な言語活動】　読む，書く

【特色】　みんなで考え，話し合う

　教材をもとに考え，話し合う主体的・

対話的な学習を通して，多面的・多角的

な思考を促し，自己の生き方についての

考えを深めます。

【内容】

　○発達の段階に応じた選りすぐりの教材

　○教材別「考えよう 話し合おう」

　　・教材をもとに考える問い

　　・自己に照らして考える問い

　○その他（特集，詩，内容項目一覧など）

【主な言語活動】　読む，話す，聞く

　学習指導要領の総則に示される教育の方針，道徳科の目標を達成するため，本教科書は以下の点に
特に意を用い，編修しました。

1

２冊の相乗効果で
新時代を生きる児童の

道徳的な判断力，道徳的な心情，
道徳的な実践意欲と態度を養い，
「生きる力」を育みます

小学校30－132

232　廣あかつき
道徳　610
道徳　611

みんなで考え，話し合う　小学生の道徳６
自分を見つめ，考える　道徳ノート６

道徳 道徳 第６学年

受理番号 学校 教科

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

種目 学年
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ΈΜなͰ考え，し߹͏ খֶੜの道徳６ຊͷಛ৭

（１）ັྗ͋;Εるଟ༷なࡐڭ（શ３̑ຊ）

ɹ໊͔࡞Β৽͍͠࡞·Ͱ෯͠ࡌܝ͘ɼݱ的な՝ΛؚΉのղܾ的ɼ
ମݧ的な学習׆ಈΛଅ͢の·Ͱɼଟ༷なࡐڭΛऔΓͦΖ͑·ͨ͠ɻ

（３）児童のओମ的なֶशを促す「考えΑ͏ し߹͓͏」

ɹࣇಐ͕学習のݟ௨͠ΛͬͯࣗΒ՝ҙࣝ
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ୈ̒学Ͱɼࡐڭͱؔ࿈͠学ͼΛਂΊΔಛू（ɹɹͰࣔ͢ϖʔδ）
Λ̒ฤઃ͚͍ͯ·͢ɻ·ͨɼרʹɼݱ的な՝ʹؔΘΔʮੜ
໋ଚॏʯɼʮͱʹੜ͖ΔࣾձʯɼʮใϞϥϧʯʹ͍ͭͯ͑ߟΔϖʔ
δΛಛઃ͠·ͨ͠ɻંʹ৮Εͯɼ֤ࡐڭͱซ༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
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（２）ൃୡのஈ֊ʹԠ͡た，ॏ項目とࡐڭஔの工夫

ɹ学のॏ߲ʹɼ࠷େؒ࣌（ؒ̏ؒ࣌）Λ͠ɼΑΓॏ的ʹ学Δ
Α͏Ұ෦̎ؒ࣌࿈ଓͰஔ͍ͯ͠·͢ɻ
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ˎ❽ɼ❾̎ؒ࣌連ଓஔ ˔ಓಙͷؒ࣌͜Μͳؒ࣌
ಓಙのؒ࣌の学習ʹ͍ͭͯɼ発ୡのஈ֊
ʹԠͨ͡දݱͰղઆ͍ͯ͠·͢ɻतۀ։
（͖ΦϦΤϯςʔγϣϯ）ʹ Ͱ͖·͢ɻ༺׆

ୈ̒学Ͱɼࡐڭͱؔ࿈͠学ͼΛਂΊΔಛू（ɹɹͰࣔ͢ϖʔδ）



自分を見つめ，考える 道徳ノート６ผͷಛ৭

ಐɼΊ͋ͯͱࣇΛ͠·ͨ͠ɻͱಋͨ͘ΊのߟࢥಐΛΑΓ۩ମ的なಓಙ的ࣇ
͍ʹΑͬͯɼ͓͓·͔なʮ学習のಓ͢͡ʯΛѲ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹ·ͨɼ͍͔ͭ͘のࡐڭʹɼʮ学習Λ͛Δʯͱ͠ɼͨؔ͠ʹࡐڭࣝཧղ
ಓಙ的ॾՁの͞ΒなΔਂ·ΓΛଅ͢内容（ਓຊのհɼ֨ݴなͲ）ɼओମ的ɾ
ର的な学習Λଅ͢内容（ׂԋٕɼௐ学習なͲ）Λ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

（２）自問と内省へと導き，道徳的思考を深める問い

ɹ内容߲͝ͱʹɼͦのಓಙ的ॾՁʹ४͍ͨ͡Λ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ͜の͍ͱ
Ίɼࣗͭݟಐɼಓಙ的ॾՁʹ͍ͭͯのཧղΛͱʹࣗΛࣇͱͰɼ͜͏߹͖
ΛΑΓਂΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͑ߟのੜ͖ํʹ͍ͭͯのݾ

3

（３）記入したことのすべてが，児童の「心の記録」となる

ɹಓಙϊʔτの記ೖ内容ɼͦ の͕ͯ͢ࣇಐのʮ৺の記ʯͱなΓ·͢ɻࣇಐɼ
ંʹ৮Εͯաڈの記述ΛಡΈฦͨ͠Γɼרのʮ৺の͓͠ΓʯΛར༻ͯࣗ͠ݾධՁ
ͨ͠Γ͢Δ͜ͱͰɼࣗΒΛ;ΓฦͬͯΛ࣮ͨ͠ײΓɼ՝ඪΛݟग़͢͜ͱ
͕Ͱ͖·͢ɻ·ͨɼרʹ·ͱΊΒΕͨࣇಐのत࣌ۀの記ײɼେ͘͘Γな
·ͱ·ΓΛ౿·͑ͯࣇಐの学ͼΛݟऔΔࡍのख͕͔ΓͱなΓ·͢ɻ

（４）家庭や地域との連携を促す工夫

ɹपΓのਓͱؔΘΓΛͨͤΔ͍ΛऔΓೖΕΔ͜ͱͰɼಓಙڭҭʹ͓͚ΔՈఉ
Ҭͱの࿈ܞΛଅ͠·ͨ͠ɻ·ͨɼࢣڭのΈなΒͣɼՈのਓʹͯݟΒͬͨ͜ͱ
Λ記͢ΔνΣοΫཝΛઃ͚Δ͜ͱͰɼಓಙϊʔτ͕ɼࣇಐΛத৺ʹ学ߍͱՈఉΛ
݁Ϳʮ͔͚ڮʯͱなΔΑ͏͠·ͨ͠ɻ

（１）道徳的諸価値（内容項目）の確かな理解を促す解説

ɹಓಙϊʔτɼͦΕͧΕの内容߲（ಓಙ的Ձ）ʹ͍ͭͯのղઆΛ͍ͯ͠ࡌܝ
·͢ɻࣇಐの発ୡのஈ֊ʹԠͯ͡දݱΛ͠ɼ的ʹ͔Γࣔ͘͢͠·ͨ͠ɻ
͜のղઆΛಡΉ͜ͱͰɼࣇಐ学Ϳ͖ಓಙ的ॾՁのཧղΛ࣮֬なのʹ͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹͲのλΠϛϯάͰѻ͏͔ɼࢣڭのஅʹΏͩͶΒΕ·͢ɻࣇಐの࣮ଶࡐڭの
λΠϓɼ͕ࢣڭΠϝʔδ͢Δतۀ展։ʹΑΓɼ͍͔Α͏ʹ׆༻Ͱ͖Δ͜ͱ͕ɼ
内容߲のղઆΛಡΈのࡐڭͱผのͨ͠ࡌܝʹࢠେ͖なཧ༝Ͱ͋Γɼར
Ͱ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

˔༰߲ʹ४͍ͨ͡
ಓಙ的ॾՁのཧղΛͱ
ʹɼࣗΛͭݟΊɼಓಙ的ࢥ
Λ͍ͬͦ͏ਂΊ·͢ɻߟ

˔༰߲ͷղઆ
発ୡのஈ֊ʹԠͨ͡ݴ༿Ͱ
͔Γࣔ͘͢͠ɼಓಙ的ॾՁ
のཧղΛ࣮֬ʹ͠·͢ɻ
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ΈΜなͰ考え，し߹͏ খֶੜの道徳６ຊͷಛ৭

（１）ັྗ͋;Εるଟ༷なࡐڭ（શ３̑ຊ）

ɹ໊͔࡞Β৽͍͠࡞·Ͱ෯͠ࡌܝ͘ɼݱ的な՝ΛؚΉのղܾ的ɼ
ମݧ的な学習׆ಈΛଅ͢の·Ͱɼଟ༷なࡐڭΛऔΓͦΖ͑·ͨ͠ɻ

（３）児童のओମ的なֶशを促す「考えΑ͏ し߹͓͏」

ɹࣇಐ͕学習のݟ௨͠ΛͬͯࣗΒ՝ҙࣝ
ٻのҙཉΛߴΊɼओମ的ʹ学習ʹऔΓ
ΊΔΑ͏ɼ͝ࡐڭͱʹ学ͼのख͕͔ΓͱなΔ
ʮ͑ߟΑ͏�͠߹͓͏ʯΛઃ͚·ͨ͠ɻ
ɹ発ୡのஈ֊Λྀ͠ߟɼ学ͰɼࡐڭΛ
ͱʹ͑ߟΔ͍ࣗݾʹরΒͯ͑͠ߟΔ͍（֤
Δ͜ͱʹͱͲΊ͍ͯ͢ࡌܝ）Λ͖̎ͭʹࡐڭ
·͕ͨ͠ɼத学ٴͼߴ学ʹ͓͍ͯɼͦΕ
Βの͍ʹՃ͑ͯɼ学習のΊ͋ͯΛࣔ͢͜ͱͰɼ
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ୈ̒学Ͱɼࡐڭͱؔ࿈͠学ͼΛਂΊΔಛू（ɹɹͰࣔ͢ϖʔδ）
Λ̒ฤઃ͚͍ͯ·͢ɻ·ͨɼרʹɼݱ的な՝ʹؔΘΔʮੜ
໋ଚॏʯɼʮͱʹੜ͖ΔࣾձʯɼʮใϞϥϧʯʹ͍ͭͯ͑ߟΔϖʔ
δΛಛઃ͠·ͨ͠ɻંʹ৮Εͯɼ֤ࡐڭͱซ༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
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（２）ൃୡのஈ֊ʹԠ͡た，ॏ項目とࡐڭஔの工夫

ɹ学のॏ߲ʹɼ࠷େؒ࣌（ؒ̏ؒ࣌）Λ͠ɼΑΓॏ的ʹ学Δ
Α͏Ұ෦̎ؒ࣌࿈ଓͰஔ͍ͯ͠·͢ɻ
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ˎ❽ɼ❾̎ؒ࣌連ଓஔ ˔ಓಙͷؒ࣌͜Μͳؒ࣌
ಓಙのؒ࣌の学習ʹ͍ͭͯɼ発ୡのஈ֊
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（͖ΦϦΤϯςʔγϣϯ）ʹ Ͱ͖·͢ɻ༺׆



2 対照表

　本教科書本冊の構成・内容と学習指導要領が示す「内容」の各事項との対照は以下の通りです。

4

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 本冊
該当箇所

別冊
該当箇所

配当
時数

おばあちゃんの指定席
ブランコ乗りとピエロ
心は変わる
達也の転校
ヤリガンナ ー西岡 常一ー
法隆寺の鬼
苦い思い出
手品師
さとるの夏，みきおの夏
自由だからこそ
七十八円の命
章太と孝治 ーかげぼうしー
高らかにひびけ
三六五 × 十四回分のありがとう
佐江子へ
夢に向かって
頂上はすぐそこに
車いすの少女
この本のすべてを ー「解体新書」の誕生ー
はじめてのアンカー
メジロ
客には言わんのですか
自由という名の席
ロレンゾの友達
星野君の二るい打
最後のおくりもの
ぼくの仕事は便所そうじ
花のき村と盗人たち
ひるがえる校章旗
兵後さんのパラリンピック
それからの兵後さん
星への手紙
太平洋の橋になりたい ー新渡戸 稲造ー
新渡戸稲造が考えたこと
青の洞門

「がんばる」はぼくの宿題
二つの「もったいない」
地球の時間，ヒトの時間
美しい地球を残していくために
未来を変える挑戦 ースティーブ・ジョブズー
大好きなことを探し続ける
命について考えよう
地球共通の気配りから
著作権とは何だろう

❶
❷
❸
❹
❺

❻
❼
❽
❾































特集

特集

特集

親切，思いやり

相互理解，寛容

個性の伸長

節度，節制

公正，公平，社会正義

正直，誠実

善悪の判断，自律，自由と責任

善悪の判断，自律，自由と責任

生命の尊さ

友情，信頼

伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度

希望と勇気，努力と強い意志

善悪の判断，自律，自由と責任

親切，思いやり

真理の探究

家族愛，家庭生活の充実

生命の尊さ

礼儀

規則の尊重

友情，信頼

規則の尊重

感謝

勤労，公共の精神

よりよく生きる喜び

よりよい学校生活，集団生活の充実

生命の尊さ

感動，畏敬の念

親切，思いやり

節度，節制

生命の尊さ

p.4～6
p.7～11
p.12～15
p.16～19
p.20～24
p.25

p.26～27
p.28～31
p.32～35
p.36～39
p.40～43
p.44～49
p.50～52
p.53～56
p.57

p.58～61
p.62～65
p.66～67
p.68～73
p.74～77
p.78～83
p.84～85
p.86～88
p.89～93
p.94～97
p.98～102
p.103～105
p.106～111
p.112～115
p.116～120
p.121

p.122～125
p.126～130
p.131

p.132～137
p.138～141
p.142～145
p.146～149
p.150～151
p.152～156
p.157

p.158～159
p.160～161
p.162～163

p.8
p.12

p.3

p.15
p.2
p.1
p.1

p.11
p.19

p.1
p.8
p.6

p.10
p.14
p.11
p.14
p.9

p.25
p.18

p.24
p.8
p.3

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

下記
下記
下記
35配当時数合計

・「命について考えよう」「地球共通の気配りから」「著作権とは何だろう」は，図書の各内容と関連させて適宜使用いただけるよう，配当時数に含めています。
・❶～については，最も関連の深い学習指導要領の内容のみを示しています。

１

１

１

１

１

公正，公平，社会正義／親切，思いやり

規則の尊重／善悪の判断，自律，自由と責任

伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度 p.19 １

家族愛，家庭生活の充実 p.17
p.21

正直，誠実 p.2

国際理解，国際親善 p.20

自然愛護

希望と勇気，努力と強い意志

p.23

p.5
p.7／ p.13

p.5
p.7／ p.13

p.16
p.13

p.17
p.21

p.22
p.21

p.22
p.21

p.22
p.21

p.4
p.13



　本教科書別冊の構成・内容と学習指導要領が示す「内容」の各事項との対照は以下の通りです。

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 別冊
該当箇所

本冊該当箇所
（教材番号）
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35配当時数合計

自律的で責任ある行動を

誠実に明るい心で

節度を守り，節制に心がけて

短所を改め，長所をのばして

より高い目標に向かってくじけずに

真理を大切に，探究心をもって

相手の立場に立って親切に

支え合いや助け合いに感謝して

礼儀正しく真心をもって

友達とたがいに信頼し，学び合って

けんきょに，広い心をもって

法やきまりを守って

公正，公平な態度で

公共のために役立つことを

家族の幸せを求めて

よりよい学校，学級を求めて

伝統と文化を大切にし，国や郷土を愛して

世界の中の日本人として国際親善に努めて

自他の生命を尊重して

自然の偉大さを知って

大いなるものを感じて

生きる喜びを感じて

勇気をくれるすてきな言葉

将来の仕事を考えよう

家族や命に思いをはせて

正直，誠実

節度，節制

個性の伸長

真理の探究

親切，思いやり

感謝

礼儀

友情，信頼

相互理解，寛容

規則の尊重

公正，公平，社会正義

勤労，公共の精神

家族愛，家庭生活の充実

国際理解，国際親善

生命の尊さ

自然愛護

感動，畏敬の念

よりよく生きる喜び

伝統と文化の尊重，
国や郷土を愛する態度

よりよい学校生活，
集団生活の充実

善悪の判断，
自律，自由と責任

「勇気をくれるすてきな言葉」「将来の仕事を考えよう」「家族や命に思いをはせて」は，図書の各内容と関連させて適宜使用いただけるよう，配当時数に含め
ています。

希望と勇気，努力と強い意志

勤労，公共の精神／
希望と勇気，努力と強い意志／個性の伸長

家族愛，家庭生活の充実／生命の尊さ

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

1

1



1

1



1



 

 

































希望と勇気，
努力と強い意志
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編修趣意書
（発展的な学習内容の記述）
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